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●人のうごき（３月１日現在）
9,483人（－33）
男4,746人（－14）　女4,737人（－19）
出生2人　死亡11人　転入9人　転出33人
3,622世帯（－2）（　）内は前月比

目　次 02～03
08
10

平成29年度当初予算
小中一貫教育　学園名が“維孝館学園”に決定
茶摘みさん募集

●維孝館中学校卒業証書授与式/３月14日（火）
　春は、次のステージへ羽ばたくための旅立ちの季節です。町内の小・中学校、保育所、
幼稚園では、一回り大きく成長した子どもたちが卒業、卒園しました。維孝館中学校で
は、110名が卒業しました。これからも、夢に向かって学び続け、人との絆を大切にす
る人になっていただきたいです。

夢に向かって
　　大きく羽ばたけ



※H24～H27は決算額。 H28、H29は見込額

一般会計
当初予算
46億3,500万円 対前年比

+5.2％
平成７年度（53億３，２４０万円）に次ぐ過去２番目の予算規模。４年連続で40億円を超える積極型予算

一般会計

町の貯金

特別会計等

一般会計

町の借金

歳入

財政調整基金

予算

歳出

地方債残高

（単位：千円） （単位：千円）

目的別の内訳

性質別の内訳

歳出

46億
3,500万円

民生費
1,336,080
（28.8%）

総務費
515,545
（11.1%）

土木費
728,867
（15.7%）

教育費
609,670
（13.2%）

公債費
395,845
（8.5%）

衛生費
374,245
（8.1%）

消防費
291,338
（6.3%）

農林水産業費
178,320（3.9%）

商工費　83,787（1.8%）議会費　87,060（1.9%）

その他　34,243 （0.7%）

歳出

46億
3,500万円

人件費
1,031,053
（22.3%）

扶助費
514,503
（11.1%）

公債費
395,845
（8.5%）

物件費
702,976
（15.2%）

補助費等
717,945
（15.5%）

維持補修費
23,156
（0.5%）

普通建設事業費
695,614 （15.0%）

投資及び出資金・貸付金
1,000 （0.0%）

災害復旧事業費
14,298 （0.3%）

繰出金
524,691
（11.3%）

歳入

46億
3,500万円

町税
1,583,188
（34.2%）

地方交付税
870,000
（18.8%）

町債
560,700
（12.1%）

地方消費税交付金
174,600 （3.8%）

その他　79,315 （1.6%）

繰入金
471,170
 （10.2%）

分担金及び負担金
83,662 （1.8%）

諸収入　39,750 （0.9%）

地方譲与税　40,000 （0.9%）使用料及び手数料
44,317 （0.9%）

府支出金
298,684
（6.4%）

■財政調整基金の推移

H24 H25 H26 H27 H28 H29

10億5,221万円
11億7,774万円

12億9,292万円
13億7,987万円14億3,583万円

6億7,432万円

※H24～H27は決算額。 H28、H29は見込額

■地方債残高の推移

46億5,471万円

39億7,170万円

41億644万円 41億1,826万円 44億4,838万円
42億9,480万円

会　計　名 予　算　額（千円） 前年度比（％）

一 般 会 計 4,635,000 5.2

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 1,346,326 ▲4.5

後期高齢者医療 101,491 2.8

介　 護　 保　 険 748,184 1.0

公共下水道事業 673,691 6.8

水 道 事 業 会 計 546,634 ▲0.7

総　　　額 8,051,326 2.7

予備費　2,000 （0.0%）

国庫支出金
389,614
（8.4%）

積立金
11,919
（0.3%）

宇治田原未来づくり加速化予算
平成29年度

企画財政課　☎８８-６６３２
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宇治田原未来づくり加速化予算

重点施策

やかに安心して
暮らせるまち

利で快適に
過ごせるまち

育てと学びを
応援するまち

気にあふれる
交流のまち

健

便

子

活

保健・医療体制の充実を図るとともに、暮らしの
不安要因を減らします。

恵まれた自然環境を守り育てるとともに、道路や
交通の利便性の向上などの基盤を整備します。

子どもを生み育てる環境と教育の充実をはじめ、
人間性豊かな成長や暮らしの充実を図ります。

地域資源を活用しながら、産業振興や観光交流、雇用の場の
創出につなげ、多様な世代で賑わうまちづくりを推進します。

４

行

高機能消防指令システム整備事業 新規　29,806千円
　京田辺市消防本部が行う高機能消防指令システム更新事業の経費を一
部負担

児童通所支援事業所運営支援事業 新規　177千円
　社会福祉法人が開設する児童通所支援事業所の施設整備費を支援

給水車購入費【水道事業会計】 新規　14,643千円
　断水事故発生時の給水活動の円滑化を図るため、加圧ポンプを装備し
た給水車を購入

地域防犯推進事業 拡充　947千円
　総合的な防犯対策を図るため、公共施設に防犯カメラ、公用車にドラ
イブレコーダーを設置

新市街地連絡道路整備事業 新規　166,000千円
　新市街地ゾーンと既存集落とを結ぶ、新市街地連絡道路を整備

公共交通利用推進事業 新規　4,866千円
　路線バス、福祉バス等の公共交通の利用推進を図るとともに、今後の
公共交通体系を検討

空家等総合対策事業 拡充　5,000千円
　空家等の適正な管理や利活用、定住化を促進するための総合的な取り
組みを推進

宇治田原山手線整備事業 継続　30,012千円
　宇治田原山手線の国道307号以北（滋賀県境）約1.2ｋｍを整備

◇地域活動育成支援事業 継続　1,583千円
　地域コミュニティやまちづくり参画意識の向上と、住民、行政のパー
トナーシップの構築に向け、住民の自主的・主体的な地域活動を育成・
支援

一時保育施設等整備事業 新規　37,616千円
　一時保育施設等の充実を図るため、町立保育所敷地内に保育園舎を増
築

田原児童育成施設整備事業 新規　55,912千円
　学童保育施設の充実を図るため、田原小学校敷地内に学童保育施設を
整備

奥山田化石ふれあい広場整備事業 新規　18,000千円
　化石の保管や採取体験施設、児童遊具、健康遊具を整備

高校生通学費補助金 拡充　27,500千円
　保護者の経済的負担軽減を図るため、高校等の通学費用（バス代）を
補助（一定額以下の所得世帯で通学定期券購入者は全額補助）

お茶の京都交流拠点整備推進事業
　観光振興計画の推進により観光によるまちづくりの実現を図るため、
町内の観光戦略拠点を整備
新規　�3月補正　90,000千円
・湯屋谷の茶工場のリノベーション
新規　22,000千円
・永谷宗円生家及び東屋の屋根改修
・西ノ山集団茶園ふれあい交流施設の整備

お茶の京都推進事業 新規　9,913千円
　お茶の京都のターゲットイヤーとして、お茶の京都博の開催等、宇治
田原茶を広くＰＲ

地域おこし協力隊事業　 新規　8,064千円
　地域おこし協力隊員を募集して、町の交流活性化を促進するとともに、
観光推進力づくりの起爆剤とする

「ハートのまち」移住定住促進奨励金 新規　6,500千円
　町外から町内の新築・中古物件を購入し移住・定住した場合、奨励金
を交付（40歳未満の若年世帯や三世代同居世帯には上乗せ交付）

空家・耕作放棄地活用移住促進事業 新規　4,650千円
　町内の空家と農地を一体的に活用する移住者に住居の改修費用等を支
援

町内雇用促進助成事業 拡充　3,000千円
　従来の雇用促進助成金に加え、転入・定住する従業員を雇用した事業
者に転居・住居費用等を支援

　町が地域課題に責任を持ち主体的に公的な活動を行う中で、住民と町
が協力しながらともに歩んでいきます。

◇新庁舎建設事業 継続　2,313千円
　新庁舎建設基本計画に基づき、開発許可、土地収用法に伴う事業認定
と新庁舎建設用地の鑑定評価を行う

◇行政改革大綱等策定事業 新規　 470千円
　行政改革の新たな指針となる行政改革大綱等を策定

国の交付金や起債等も積極的に活用し、「第5次まちづくり総合計画」に定めている４つのまちづくりの目標
を達成するために推進する事業と行政の基本姿勢関連事業に、必要な予算を重点的に配分した積極型予算を編
成しています。

つのまちづくりの目標

政の基本姿勢

◉地域コミュニティやまちづくり参画意識の向上と、住民・
　　行政のパートナーシップの構築

◉効果的な行財政運営



～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前9:00～12:00・午後2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

衛生士・助手
▶雇用形態
正社員・アルバイト
＊初心者・新卒の方
　大歓迎

急募
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＂
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＂
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Ｐ
Ｒ
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　宇
治
田
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ら
す
。

〜
新
し
い
移
住
・
定
住
制
度
ス
タ
ー
ト
〜

町
で
は
４
月
か
ら
、
ま
ち
の
基
本
的
な
指
針
「
第
５
次
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
及
び
、

人
口
減
少
対
策
と
地
域
創
生
の
た
め
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で

掲
げ
た
宇
治
田
原
町
の
将
来
目
標
人
口
に
向
け
、
双
方
の
計
画
に
共
通
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
戦
略
」
に
基
づ
き
、
新
し
い
移
住
・
定
住
施
策
を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

施
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
組
み
合

わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。（
左
表

参
照
）

　
町
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
に
基
づ

く
様
々
な
移
住
・
定
住
施
策
を

行
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
う
じ
た
わ
ら
っ
子

育
み
戦
略
で
は

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
る
府

制
度
よ
り
も
手
厚
い
子
育
て
支

援
医
療
費
助
成
や
、昨
年
の「
全

国
学
校
給
食
甲
子

園
」
で
２
位
に
な
っ

た
就
学
前
か
ら
中
学

校
ま
で
の
安
心
・
安

全
な
給
食
の
提
供
に

加
え
、
新
た
に
高
校

生
通
学
費
補
助
の
大

幅
な
拡
充
な
ど
を
行

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
安
心
・

住
み
よ
い
ま
ち
戦
略

で
は

　
地
域
の
自
主
的
な

活
動
と
合
わ
せ
た
防

災
・
防
犯
対
策
の
充

実
や
、
よ
り
便
利
で

使
い
や
す
い
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進

め
ま
す
。

「第５次まちづくり総合計画」「まち・ひと・しごと
創生総合戦略」に共通の「まちづくり戦略」を具体化

人口減少対策と移住・定住対策の推進
（未来づくり）

一体的に推進・進行管理するまちづくり戦略
3つの基本目標 …19の柱からなる施策群

まちの活力 うじたわ
らっ子育み

安心・住み
よいまち

事　　業　　名 事　業　の　概　要

「ハートのまち」PR事業
〈拡充〉

宇治田原ブランド（ハートのまち、他市
町にない強み）の発信

「ハートのまち」移住定住促進奨励金
〈新規〉 下図参照

町内雇用促進助成事業
〈拡充〉 下図参照

空家等総合対策事業
〈拡充〉

空家等の適正な管理や利活用、定住化を
促進するための総合的な取り組みを推進

空家・耕作放棄地活用移住促進事業　他
〈新規〉 下図参照

[ 主な支援制度 ]

事　業　名 概　　　要 対　　　象
※詳細はお問い合わせください

支　援　内　容 ・

ハートのまち移住定
住促進奨励金
4月から新規開始

町内の新築・中古物
件を取得し移住定住
した場合に奨励金を
交付

転入等による移住定
住者

基本額
1世帯15万円

＋
優遇世帯（40歳未
満又は三世代同居）
10万円

企画財政課
☎88-6632

空家・耕作放棄地活
用移住促進事業
6月頃～新規開始予定

町内の空家と農地を
一体的に活用する移
住者等に対する支援

町の空家バンク登録
物件の所有者・移住
者

登録空家の改修、家
財撤去、融資金利負
担軽減、府外転入者
への奨励金
（詳細は右記窓口
へ）

[空家等 ]
企画財政課
☎88-6632
[ 農地活用 ]
産業観光課
☎88-6638

町内雇用促進助成金
4月から拡充実施

町内在住者を正規雇
用した場合に助成金
を交付。さらに、転
入者を正規雇用した
場合、採用・転居・
住居費用等を支援

基本枠（従来）
町内在住者を雇用し
た事業所
移住促進加算（拡充）
転入者を正規雇用し
た事業所

基本枠 20万円 /人
＋

移住促進加算
雇用者の採用経費、
転居・住居費用に係る
会社負担額の1/2以
内（上限20万円 /人）

産業観光課
☎88-6638

　
町
内
に
事
業
場
を
有
す
る

事
業
者
が
、
町
内
に
住
所
を

有
す
る
者
を
新
規
に
正
規
雇

用
し
た
場
合
、
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
、

移
住
に
伴
う
経
費
等
に
対
し

て
助
成
金
を
加
算
し
ま
す
。

︿
基
本
枠
﹀
新
規
正
規
雇
用

者
１
名
に
つ
き
20
万
円
助
成

︿
移
住
促
進
加
算
﹀
新
規
正

規
雇
用
者
の
雇
用
に
伴
い
、

町
外
在
住
者
が
町
内
に
転
入

し
、
３
年
継
続
居
住
・
継
続

勤
務
す
る
場
合
、
当
該
雇
用

者
の
採
用
経
費
、転
居
費
用
、

住
居
費
用
等
に
係
る
会
社
負

担
の
１
／
２
を
加
算
（
上
限

20
万
円
）

交
付
要
件

① 

町
内
在
住
者
を
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
と
し
て
雇
用

② 

新
規
雇
用
者
を
雇
用
開
始

す
る
６
か
月
前
か
ら
交
付

申
請
ま
で
の
間
、
同
一
事

業
場
の
他
の
正
規
雇
用
者

を
事
業
主
の
都
合
で
解
雇

し
な
い

③ 

新
規
雇
用
者
を
町
内
の
事

業
場
で
１
年
間
以
上
従
事

さ
せ
る
（
移
住
促
進
枠
に

つ
い
て
は
３
年
間
以
上
居

住
・
従
事
）

④ 

課
税
さ
れ
た
町
税
を
完
納

し
て
い
る

※ 

助
成
金
は
新
規
雇
用
し
た

時
点
で
申
請
可
。
雇
用
開

始
月
を
含
め
て
３
か
月
以

内
に
申
請
が
必
要
。
制
度

の
詳
細
や
申
請
書
は
町
Ｈ

Ｐ
掲
載

・

産
業
観
光
課
（
☎
８

８
︲
６
６
３
８
）

町
内
雇
用
促
進
助
成
金
拡
充

春には桜で包まれる宇治田原。豊かな自然で溢れています

　
町
や
府
で
は
、
魅
力
的
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
自
分
た
ち

で
考
え
て
行
動
す
る
自
主
的
な

地
域
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

 

平
成
28
年
度
は
、
地
域
観
光

資
源
の
活
用
と
雇
用
創
出
を
目

的
と
す
る
団
体
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
宇
治
田
原

（
略
称
：
Ｓ
Ｉ
Ｕ
）」（
代
表
：

山
本
理
文
氏
）
が
支
援
制
度
を

活
用
。
今
年
度
の
「
お
茶
の
京

都
博
」に
向
け
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
現
代
ア
ー
ト
製
作
に
よ

り
、
宇
治
田
原
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ

の
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
　
①
区
・
自
治
会
②
主

地域のために

がんばる人を応援

に
住
民
で
組
織
さ
れ
る
団
体
等

対
象
事
業
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
（
別
表
）

助
成
金
の
額
　
対
象
事
業
費
の

１
／
２
以
内
で
次
の
額
を
上
限

▽
区
・
自
治
会
＝
１
０
０
万
円

▽
主
に
住
民
で
組
織
さ
れ
る
団

体
等
＝
50
万
円

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
付
し
、
役
場
企

画
財
政
課
へ
提
出

※ 

申
請
書
様
式
は
企
画
財
政
課

に
備
付
け
。
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

対
象
者
・
対
象
事
業
　環
境
保
全
、

子
育
て
支
援
、
地
域
の
安
心
・

安
全
な
ど
、
地
域
の
方
々
が
取

り
組
む
地
域
づ
く
り
の
基
盤
と

な
る
活
動

交
付
金
の
額
　
対
象
事
業
費
の

１
／
３
以
内
で
１
０
０
万
円
を

上
限

※ 

別
途
京
都
府
市
町
村
振
興
協

会
か
ら
１
／
３
相
当
額
（
府

と
同
額
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※ 

活
動
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
交

付
率
・
交
付
上
限
額
の
優
遇

が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
　
所
定
の
様
式
を
役

場
企
画
財
政
課
へ
提
出

申
請
期
間
　
第
１
回
＝
４
月
３

日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
水
）

ま
で
・
第
２
回
＝
９
月
１
日

（
金
）
～
10
月
２
日
（
月
）

※ 

申
請
書
様
式
は
企
画
財
政
課

に
備
付
け
。
府
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※ 

９
月
１
日
ま
で
に
事
業
を
完

了
す
る
場
合
は
、
第
１
回
の

募
集
期
間
に
申
請
す
る
必
要

あ
り

　
町
で
は
、
職
員
が
「
地
域
活

動
推
進
委
員
」
と
し
て
、
企
画

段
階
か
ら
活
動
内
容
・
事
業
内

容
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
る
「
自
主
的
な
地
域
活
動

を
支
援
す
る
推
進
本
部
（
本
部

長
＝
町
長
）」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
活
性
化
活
動
助
成
金
に

つ
い
て
…
企
画
財
政
課
（
☎
８

８
︲
６
６
３
２
）
／
地
域
力
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
交

付
金
に
つ
い
て
…
府
山
城
広
域

振
興
局
企
画
振
興
室
（
☎
２
１

︲
２
０
４
９
）

（別表）		 	 	

地域活性化活動助成金対象事業
区　　　分 活　　動　　事　　業

生活環境の清潔、
静かさ、美観の維
持等

清掃活動　花いっぱい運動
　緑化・植栽活動　河川汚
濁防止運動など

社会福祉の増進及
び健康の管理

高齢者・障がい者等交流活
動　ボランティア活動など

交通安全、防犯そ
の他の生活の安全
の確保の推進

交通安全運動　防犯運動な
ど

イベントその他の
コミュニティ行事

地域の活性化につながるイ
ベントや各種行事の開催

文化活動及び学習
活動

伝統文化の発掘・保存・継
承活動　音楽会等文化活動
　地域の活性化に資する学
習・研究活動

その他 コミュニティ掲示板、その
他町長が必要と認めたもの

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
交
付
金
（
府
制
度
）

区
・
自
治
会
の
取
組
へ
の
支

援
体
制

地
域
活
性
化
活
動
助
成
金

（
町
制
度
）

･ 総務課　☎88－6631

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します

↑
昨
年
度
の
活
用
事
例
。
Ｓ
Ｉ
Ｕ
・

21
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾
・
茶
ッ
ピ
ー

未
来
基
金
が
連
携
し
地
域
住
民
を
巻

き
込
ん
で
活
動

　
平
成
29
年
度
の
人
事
異
動

は
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
各
課

間
の
組
織
横
断
的
な
連
携
と
効

率
的
な
行
政
運
営
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
た
部

制
の
導
入
及
び
長
期
的
な
人
材

育
成
を
目
的
と
し
た
積
極
的
な

人
材
の
登
用
を
継
続
。
ま
た
、

現
在
の
直
面
す
る
行
政
課
題
及

び
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

先
を
見
据
え
た
組
織
運
営
を
行

う
と
い
う
２
つ
の
目
的
を
同
時

に
達
成
し
て
い
く
こ
と
の
で
き

る
組
織
機
構
と
す
る
た
め
、
４

月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

※
（
カ
ッ
コ
）
内
は
旧
職
、
兼

職
発
令
等
は
除
く
。
　

課
長
級
　
▽
健
康
福
祉
部
介
護

医
療
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
＝
廣
島
照
美
（
健

康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
）

▽
建
設
事
業
部
上
下
水
道
課
長

＝
青
山
公
紀
（
健
康
福
祉
部
介

護
医
療
課
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
）

課
長
補
佐
級
　
▽
総
務
部
企
画

財
政
課
課
長
補
佐
＝
廣
島
尚
夫

（
健
康
福
祉
部
健
康
児
童
課
宇

治
田
原
保
育
所
係
長
）
▽
健
康

福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
＝
市

川
博
己
（
建
設
事
業
部
建
設
環

境
課
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係

長
）
▽
健
康
福
祉
部
介
護
医
療

課
課
長
補
佐
＝
塚
本
吏
（
教
育

委
員
会
教
育
部
社
会
教
育
課
課

長
補
佐
）
▽
健
康
福
祉
部
健
康

児
童
課
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
＝
青
山
晃
子
（
健
康

福
祉
部
健
康
児
童
課
宇
治
田
原

保
育
所
係
長
）
▽
建
設
事
業
部

上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
業
務

係
長
＝
垣
内
紀
男
（
建
設
事
業

部
建
設
環
境
課
係
長
・
京
都
府

土
地
開
発
公
社
）
▽
教
育
委
員

会
教
育
部
社
会
教
育
課
課
長
補

佐
＝
下
岡
浩
喜
（
建
設
事
業
部

上
下
水
道
課
長
）

係
長
級
　
▽
総
務
部
総
務
課
係

長
＝
垣
見
浩
史
（
建
設
事
業
部

上
下
水
道
課
係
長
）
▽
総
務
部

総
務
課
秘
書
広
報
係
長
＝
重
富

康
宏
（
総
務
部
税
住
民
課
戸
籍

住
民
係
長
）
▽
総
務
部
税
住
民

課
戸
籍
住
民
係
長
＝
岡
本
博
和

（
総
務
部
税
住
民
課
資
産
税
係

長
）
▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
長
＝
難
波
親
夫

（
教
育
委
員
会
教
育
部
学
校
教

育
課
教
育
総
務
係
長
）
▽
健
康

福
祉
部
介
護
医
療
課
介
護
高
齢

係
長
＝
大
橋
照
正
（
総
務
部
総

務
課
主
任
）
▽
建
設
事
業
部
建

設
環
境
課
都
市
計
画
係
長
＝
奥

西
正
浩
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
長
）
▽
建
設
事

業
部
産
業
観
光
課
商
工
観
光
係

長
＝
植
村
和
仁
（
総
務
部
総
務

課
秘
書
広
報
係
長
）
▽
教
育
委

員
会
教
育
部
学
校
教
育
課
教
育

総
務
係
長
＝
茨
木
伸
悟
（
会
計

課
会
計
係
長
）
▽
教
育
委
員
会

教
育
部
社
会
教
育
課
係
長
＝
今

道
忠
司
（
健
康
福
祉
部
介
護
医

療
課
介
護
高
齢
係
長
）

主
任
・
主
査
級
　
▽
総
務
部
総

務
課
主
任
＝
松
原
慎
也
（
総
務

部
企
画
財
政
課
主
任
）
▽
総
務

部
企
画
財
政
課
主
任
＝
宮
川
恵

至
（
建
設
事
業
部
上
下
水
道
課

主
任
）
▽
健
康
福
祉
部
健
康
児

童
課
主
任
＝
木
下
朋
恵
（
健
康

福
祉
部
健
康
児
童
課
管
理
栄
養

士
）
▽
健
康
福
祉
部
健
康
児
童

課
宇
治
田
原
保
育
所
主
任
＝
吉

田
尚
子
（
教
育
委
員
会
教
育
部

学
校
教
育
課
学
校
給
食
共
同
調

理
場
主
任
）
▽
健
康
福
祉
部
健

康
児
童
課
宇
治
田
原
保
育
所
主

査
＝
奥
山
一
紀
（
教
育
委
員
会

教
育
部
社
会
教
育
課
主
査
）
▽

建
設
事
業
部
建
設
環
境
課
主
任

＝
山
崎
浩
典
（
建
設
事
業
部
上

下
水
道
課
主
任
）
▽
建
設
事
業

部
建
設
環
境
課
主
任
＝
松
岡
雅

英
（
建
設
事
業
部
上
下
水
道
課

主
任
）
▽
建
設
事
業
部
上
下
水

道
課
主
任
＝
髙
木
史
（
建
設
事

業
部
上
下
水
道
課
業
務
係
長
）

▽
建
設
事
業
部
上
下
水
道
課
主

任
＝
田
中
寿
生
（
建
設
事
業
部

建
設
環
境
課
主
任
）
▽
建
設
事

業
部
上
下
水
道
課
主
任
＝
河
野

一
成
（
建
設
事
業
部
建
設
環
境

課
主
任
）
▽
建
設
事
業
部
上
下

水
道
課
主
査
＝
乾
秀
樹
（
建
設

事
業
部
産
業
観
光
課
主
査
）
▽

教
育
委
員
会
教
育
部
学
校
教
育

課
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
任

＝
田
中
清
次
（
健
康
福
祉
部
健

康
児
童
課
宇
治
田
原
保
育
所
主

任
）

主
事
級
　
▽
総
務
部
税
住
民
課

主
事
＝
奥
谷
香
代
（
総
務
部
企

画
財
政
課
主
事
）
▽
会
計
課
主

事
＝
髙
山
大
智
（
教
育
委
員
会

教
育
部
学
校
教
育
課
主
事
）

新
規
採
用
　
▽
健
康
福
祉
部
健

康
児
童
課
保
健
師
＝
野
々
村
仁

美
▽
建
設
事
業
部
建
設
環
境
課

主
事
＝
木
村
欣
暉

退
職
　
▽
中
田
正
代
（
健
康
福

祉
部
健
康
児
童
課
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
田
畑

潔
仁
（
総
務
部
総
務
課
主
任
）

▽
伊
藤
寿
子
（
健
康
福
祉
部
健

康
児
童
課
主
任
）

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け

町
職
員
人
事
異
動



第
88
回
茶
審
査
技
術
競
技
大
会
（
京
都
府
）

　優
勝
・
農
林
水
産
大
臣
賞

　谷

　口

　悟

　司
さ
ん

一
般
財
団
法
人
防
災
教
育
推
進
協
会
表
彰

　ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定

家
族
防
災
特
別
賞

　
　
　松

　田

　龍

　弥
さ
ん

全
国
税
理
士
共
栄
会
文
化
財
団
表
彰

　全
税
共

　人
と
地
域
の
文
化
賞

　
　田
原
祭
保
存
会

年金から天引きする方に
「仮徴収のお知らせ」送ります

介護医療課☎88－6610

介護保険
国　保
後期高齢

　
現
庁
舎
は
昭
和
34
年
に
建
設

さ
れ
約
58
年
が
経
過
。
著
し
く

耐
震
性
能
が
低
く
、
浸
水
想
定

区
域
内
に
あ
り
、
防
災
拠
点
と

し
て
は
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
窓
口
や
個
別
相
談
ス
ペ

ー
ス
に
余
裕
が
な
く
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
利
便
性
の
向

上
お
よ
び
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
、
新
庁
舎
建
設

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

今
月
か
ら
随
時
、
広
報
紙
「
町

民
の
窓
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

基
本
計
画
で
示
し
た
建
設
予
定

地
の
地
質
・
土
壌
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︻
地
質
・
土
壌
調
査
結
果
︼

　
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
、
必

要
な
地
盤
情
報
と
土
壌
汚
染
対

策
法
に
基
づ
い
た
方
法
に
よ
り

土
壌
状
況
を
３
か
所
で
調
査
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
支
持
層

に
あ
た
る
ま
で
の
深
度
が
そ
れ

ぞ
れ
35
ｍ
・
30
ｍ
・
28
ｍ
で
し

た
。
土
壌
調
査
に
つ
い
て
は
法

に
規
定
す
る
基
準
を
超
過
す
る

特
定
有
害
物
質
は
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
町
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
ま
す
。
　

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
も
土
壌
調

査
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い
く

予
定
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
町
の
教
育
、
学
術
や
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
の
振
興
、
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る

教
育
委
員
会
表
彰
。
今
年
度
の

受
賞
者
と
主
な
成
績
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
）

▼
髙
木
瑛
太
（
田
原
小
学
校
）

＝
第
２
回
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
行

詩
…
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育

長
賞

▼
中
川
柚
月
（
田
原
小
学
校
）

＝
平
成
28
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

大
会
…
形
小
学
３
年
生
男
子
の

部
準
優
勝

平成28年度

教育委員会表彰

▼
中
川
樹
（
洛
陽
総
合
高
等
学

校
）
＝
第
36
回
近
畿
高
等
学
校

空
手
道
大
会
…
男
子
団
体
組
手

競
技
第
３
位
・
第
32
回
京
都
府

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
空
手

道
競
技
…
男
子
個
人
形
優
勝

社会教育課　☎８８―５８５０

　
国
民
健
康
保
険
や
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
等
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
診
で
き
る
医
療
機
関
　
▼
京
都

第
一
赤
十
字
病
院
▼
田
辺
中
央

病
院
▼
京
都
岡
本
記
念
病
院
▼

宇
治
徳
洲
会
病
院
▼
宇
治
武
田

病
院

※
受
診
回
数
は
同
一
年
度
に
１

回申
込
期
限
　
５
月
31
日
（
水
）

受
診
期
限
　
12
月
30
日
（
土
）

※ 

予
定
人
数
に
達
し
た
場
合
、

受
付
を
締
め
切
る
場
合
あ
り

人
間
ド
ッ
ク
、
肺
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

病
気
の
早
期
発
見
で
健
康
維
持

対
象
　
次
の
要
件
を
満
た
す
方

▼
本
町
の
国
民
健
康
保
険
に
、

継
続
し
て
１
年
以
上
加
入

▼
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な

い
35
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
方

介
護
医
療
課
︵
☎
８
８
︲
６
６
１
０
︶

▼
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

▼
受
診
結
果
を
特
定
健
診
の
受

診
に
代
え
て
取
り
扱
う
こ
と
を

了
承
さ
れ
る
方

対
象
　
次
の
要
件
を
満
た
す
方

▼
本
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上

住
む
後
期
高
齢
者

▼
入
院
し
て
い
な
い
方

▼
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
世
帯

今
年
度
の
受
付
開
始

︻
国
民
健
康
保
険
︼

︻
後
期
高
齢
者
︼

●❶	介護医療課窓口に備え付けの申込書に
より必ず事前にお申し込みください。

　・必要なもの　印鑑、保険証
　・申込締切
　【国保加入者】5月31日■氺
　【後期高齢者】平成30年３月30日■㊎
●❷	希望する医療機関へ連絡し、受診日を
決めてください。

　・受診期限
　【国保加入者】12月30日■圡
　【後期高齢者】平成30年３月31日■圡
●❸	介護医療課へ受診日と医療機関を電話
でご連絡ください。

●❹町から利用券を郵送交付します。
●❺	利用券、保険証、自己負担分の費用額
を持って医療機関で受診してください。

人間ドックの申込方法

　
４
月
以
降
、３
つ
の
保
険
税
・
料
を
、﹁
引

き
続
き
年
金
か
ら
特
別
徴
収
︵
天
引
き
︶

す
る
方
﹂
と
﹁
新
た
に
特
別
徴
収
す
る
方
﹂

に
、
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
︵
仮
徴
収
の

お
知
ら
せ
︶
を
今
月
お
送
り
し
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
年
６
回
の
年
金

受
取
り
の
際
に
、
保
険
税
・
料
を
２
か
月

分
ず
つ
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︻
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
る
方
︼

・
₆₅
歳
以
上
で
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

年
金
が
年
額
で
₁₈
万
円
以
上

︻
国
民
健
康
保
険
税
が
特
別
徴
収
さ
れ
る
方
︼

・
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る

・
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
す
べ

て
₆₅
歳
以
上
₇₅
歳
未
満

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

・
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合

計
額
が
、
年
金
額
の
１
／
２
未
満

・
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年
額
で
₁₈
万

円
以
上

︻
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
特
別
徴
収

さ
れ
る
方
︼

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

・
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
合
計
額
が
、年
金
額
の
１
／
２
未
満

・
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年
額
で
₁₈
万

円
以
上

※
仮
徴
収
：
前
々
年
︵
平
成
₂₇
年
︶
の
所

得
を
も
と
に
仮
の
保
険
税
・
料
で
特
別
徴

収
︵
２
月
と
同
額
︶
す
る
こ
と
。
前
年
所

得
に
よ
り
保
険
税
・
料
を
算
出
し
仮
徴
収

額
と
調
整
の
う
え
、
₁₀
月
以
降
の
年
金
か

ら
残
り
を
徴
収
し
ま
す
。

◉
介
護
保
険

◉
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

◉
国
民
健
康
保
険

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て

誰
も
が
利
用
し
や
す
く

　
災
害
対
策
活
動
拠
点
と
な
る
庁
舎
へ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
︵
☎
８
８
︲
６
６
１
６
︶

VOL.1

【これまでの経過】
年　　月 経　　　　　過

平成26年11月 公募による住民、学識経験者、公共的団体等からの代表者で組織する庁舎建設
委員会を設置

平成26年12月 議会にて新庁舎建設調査検討特別委員会を設置

平成27年９月
庁舎建設委員会から「宇治田原町新庁舎建設基本構想 ( 案 )」の意見具申
「宇治田原町新庁舎建設基本構想」を策定し、建設位置は国道３０７号沿い、
または「（宇治田原山手線に近い）新都市創造ゾーン」周辺が望ましいとする

平成27年10月
新庁舎建設調査検討特別委員会から「新庁舎に係る基本構想」の中で、立地場
所については危険個所とされた場所を避け、住民の利便性と山手線の有効活用
を考えるべきとの提言を受ける

平成28年３月 第５次まちづくり総合計画を策定し、土地利用の形成方針として「シビック交
流拠点 ( 庁舎位置）」を位置付け、議決を受ける

平成28年９月
庁舎建設委員会で建設予定地を示し、了承を得る
建設予定地について新庁舎建設調査検討特別委員会に報告

平成28年11月
第５次まちづくり総合計画に基づき、都市計画マスタープランを改定し、「行政
サービス拠点 ( 庁舎位置 )」を明示
庁舎建設委員会から「宇治田原町新庁舎建設基本計画（案 )」の意見具申

平成29年１月 「宇治田原町新庁舎建設基本計画」策定
平成29年２月 新庁舎建設基本・実施設計委託業者決定 ( 株式会社内藤建築事務所）

子育て支援
センター事業

4月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：00～午後４：30
子育てに関する相談も受け付けています。子育て通信

　対 象 者
 ・ネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・ヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・妊婦さん広場　妊婦さん及び今後出産を希望される方

健康のお便り
Health　center 今月の

保健・予防案内
一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢
　５日㊌　午前９時30分～11時30分
２歳児歯科検診　［対象］２歳４～8か月
　14日㊎　午後０時50分～１時30分受付
BCG予防接種　［対象］５か月～１歳未満
　18日㊋　午後１時15分～２時受付
三歳児健康診査　［対象］生後３歳５～８か月
　24日㊊　午後０時50分～１時30分受付
乳幼児身体計測　 　［対象］小学校就学前まで
　14日㊎、24日㊊　午後２時30分～３時
助産師の授乳育児相談　 　［対象］授乳等育児の悩みがある保護者
　26日㊌　午前10時～正午

　　　　　　　いずれも保健センター
　　　　　　　 ＝要予約

　運動器の障害により「要介護になる」リスクの高い状態になることを「ロコモティブシンドロー
ム（略称：ロコモ、知名：運動器症候群）」といいます。
　ロコモは骨、関節、軟骨、椎間板、筋肉といった運動器のいずれか、あるいは複数に障がいが
起こり、「立つ」、「歩く」といった機能が低下している状態をいいます。進行すると日常生活にも
支障が生じてきます。いつまでも自分の足で歩き続けていくために、運動器を長持ちさせ、ロコ
モを予防し、健康長寿を延ばしていくことが今、必要です。
　まだ若いから関係ない？　そのようなことはありません。気づいた時からの運動習慣が重要です。

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 在宅介護支援センター ☎88－5784

･ 保健センター ☎88－6636

場　　　所 日 時間
おやじエクササイズ
（総合文化センター） 14日㊎、28日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 25日㊋ 午後
郷 之 口 会 館 13日㊍ 午後
銘 城 台 自 治 会 館 21日㊎ 午前
荒木（やすらぎ荘） 20日㊍ 午後
南 公 民 館 21日㊎ 午後
岩 山 会 館 ５日㊌ 午前
緑 苑 坂 自 治 会 館 19日㊌ 午前
禅 定 寺 会 館 18日㊋ 午前
立 川 公 民 館 27日㊍ 午後
湯 屋 谷 会 館 25日㊋ 午前
奥 山 田 会 館 18日㊋ 午後
※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

日 月 火 水 木 金 土

日付 1

事業名

時間
場所

内容

2 3 4 5 6 7 8

ネンネ広場
10:00～11:30
子育て支援センター

ベビーマッサージ

おでかけ広場
10:00～正午
緑苑坂自治会館
おもちゃ病院受付

散歩

9 10 11 12 13 14 15

あそびの広場
10:00～11:30
子育て支援センター

堤防を歩こう

ヨチヨチ広場
10:00～11:30
子育て支援センター

ふれ合いあそび

おでかけ広場
10:00～正午
銘城台自治会館
絵本の読み聞かせ
ふれ合いあそび

パパの子育て
応援事業

10:00～11:30
子育て支援センター
ふれ合いあそび
作ってあそぼう

16 17 18 19 20 21 22

工作広場
10:00～正午
子育て支援センター
作ってあそぼう
こいのぼり

妊婦さん広場
10:00～11:30
子育て支援センター

交流会

23 24 25 26 27 28 29
いきいき
孫育て事業
10:00～正午
子育て支援センター

宇治田原の昔話

おでかけ広場
10:00～正午
南公民館

公園であそぼう

おでかけ広場
10:00～正午
みんなの家
４月生まれ
お誕生会

昭和の日

地域子育て支
援センター

☎８８－６６２
２・FAX８８

－６６４６

場所

臨床心理士による
子育て相談（要予約）
10日（月）13:00～15:00
子育て支援センター　

「みんなの家」開放日
毎週火・金曜日
10：00～15：00
子どもとあそんだりおしゃべりに
利用しましょう！

子育てサービス利用支援窓口
平日 8：30～17：15
月曜日～金曜日のうち週4日

メタボもやせすぎも要注意！

ロコモを防ぐ栄養摂取のポイント
①低栄養に注意
　多様な食材を食べて栄養を摂りましょう。
②骨や筋肉を強くする食事を

・骨「　　　　　　」を強くする食生活

　骨粗しょう症の予防には、1日700 ～
800mgのカルシウムを摂ることが勧められて
います。カルシウムを多く含む食品は牛乳・乳
製品、小魚、緑黄色野菜・海藻類、大豆製品な
どを食事の中で積極的に摂りましょう。カルシ
ウムだけでなく、たんぱく質、ビタミンDや
ビタミンKも必要です。

・筋肉「　　　　　」を強くする食生活

　運動しても、食事をきちんと摂らなければ、
痩せて筋肉が減ってしまいます。筋肉の量を増

やし、筋力を高めるためには骨と同様に材料が
必要です。最も重要な栄養素はたんぱく質です
が、エネルギー源となる炭水化物や脂質をしっ
かり摂っておくことも大切です。
　たんぱく質を多く含む代表的な食品は肉、魚、
卵、乳製品、大豆製品です。
③主食、主菜、副菜は毎食、牛乳・乳製品、果
物は毎日
　しっかり食べて、５大栄養素（炭水化物、脂
質、たんぱく質、ビタミン、ミネラル）をバラ
ンスよく摂りましょう。

※	いつまでも自分の足で歩き続けるために、で
きることから始めてみましょう。

子育て支援センターでは、
　妊娠から子育期まで、子育て家庭への切れ目ない支援
のほか、各世代向けの講座・交流会を開催しています。
　その他、地域ぐるみの子育て支援を推進するため、ファ
ミリー・サポート事業などに取り組んでいます。

主な行事
・　ベビーマッサージ　偶数月の第１水曜日
・　あそびの講座　年３～４回
・　ママとベビーの連続講座２～３回
・　お抹茶教室　年４回
・　健康体操　年４～５回
・　孫育て講座　毎月１回
・　パパの子育て　毎月１回第３土曜日
・　ファミリー・サポート交流会年２～３回
・　コンサートや運動会
・　食育広場
・　おでかけ広場　毎月木曜日（第３木曜日を除く）

　　詳しくは、チラシや子育て通信にてお知らせします。

お知らせ

保健センター ☎88－6636

子育てサークル活動日
ママ’sアクション　　4日（火）・25（火）10：30～みんなの家
たんぽっぽサークル　17日（月）　10：00～住民体育館
わらべうたサークル　未定

食生活でロコモ対策～３つのポイント～

動かなくなった
玩具など持参して

ください

堤防の桜がとても
きれいです。お子様と
一緒に歩きましょう。
ベビーカーが必要な
方は、用意して
ください。

・あそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・おでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方



こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

暮らしの
情報

I N FO RMAT I ON

＝問合せ先　 ＝申込先

4月
日 月 火 水 木 金 土

1

２ ３ ４ ５ ６ 7 8

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 　／　 30 24 25 26 27 28 29

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

お
知
ら
せ

　
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る

た
め
、
１
月
に
募
集
し
た
愛
称

名
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
３
小
中
学
校
は
、
一
体
感

を
さ
ら
に
高
め
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
進
ん
で
行
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
小
学
校
区
の
枠
組

み
を
超
え
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
つ
な
が
り
、
ま
ち
ぐ
る
み

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

協
働
の
教
育
実
践
を
展
開
し
て

行
き
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
園
名
　
維
孝
館
学
園

選
定
理
由
　
「
維
孝
館
」
は
歴

史
あ
る
慣
れ
親
し
ん
だ
本
町
の

「
学
び
舎
」
を
象
徴
す
る
言
葉

小
中
一
貫
教
育
　
学
園
名

（
愛
称
）
が
決
定
し
ま
し
た
！

で
あ
り
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
絆
を

深
め
、
誇
り
を
持
っ
て
教
育
を

推
進
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
愛

称
で
あ
る
。

※ 

４
月
１
日
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

愛
称
を
つ
け
て
呼
ぶ
場
合
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
維
孝
館
学
園
宇
治
田
原
町
立

維
孝
館
中
学
校    

・
維
孝
館
学
園
宇
治
田
原
町
立

田
原
小
学
校

・
維
孝
館
学
園
宇
治
田
原
町
立

宇
治
田
原
小
学
校

　
な
お
、
正
式
名
称
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

学
校
教
育
課
（
☎
８
８
︲
５

８
５
０
）

　
発
達
に
課
題
を
有
す
る
児
童

等
に
対
し
日
常
生
活
に
お
け
る

基
本
的
動
作
や
、
生
活
能
力
向

上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
が
で

き
る
よ
う
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
児
童
発
達
支
援
の

通
所
施
設
が
開
所
さ
れ
ま
す
。

対
象
　
〇
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
＝
学
校
（
幼
稚
園
等
及
び

大
学
を
除
く
）
に
就
学
し
て
い

る
障
が
い
の
あ
る
児
童
　

○
児
童
発
達
支
援
＝
発
達
に
課

題
を
有
す
る
障
が
い
の
あ
る
未

就
学
児

　
な
お
、
療
育
手
帳
や
障
害
者

児
童
通
所
施
設
が
開
所
し
ま

す

手
帳
が
な
く
て
も
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

実
施
主
体
　
（
福
）
宇
治
田
原

む
く
福
祉
会

実
施
施
設
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
う
じ
た
わ
ら
」

敷
地
内

（
福
）
む
く
福
祉
会
（
〒
６

１
０
︲
０
２
５
３
　
贄
田
船
戸

38
番
地
の
１
　
☎
８
８
︲
６
９

６
９
）

　
母
子
家
庭
の
児
童
の
教
育
や

養
育
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て

奨
学
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

昨
年
度
受
給
さ
れ
た
方
も
、

新
し
く
申
請
が
必
要

申
請
締
切
　
１
次
申
請
＝
５
月

31
日
（
水
）︿
１
年
分
支
給
﹀

平
成
29
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金

※ 

６
月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
方

は
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
☎
６
３
︲
５
７
４
５
）

健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

　
町
・
府
民
税
や
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
に
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
納
付
が
遅
れ
る
と
延
滞
金

等
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
納
付
の
お
済
み
で
な
い
方

は
お
急
ぎ
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

平
成
28
年
度
町
税

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
町
税

等
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
を
備

え
て
い
ま
す
。
預
金
通
帳
と
ご

使
用
の
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
町

外
の
金
融
機
関
に
申
し
込
ま
れ

る
場
合
は
、
依
頼
書
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

取
扱
機
関
　
京
都
銀
行
、
京
都

中
央
信
用
金
庫
、
京
都
や
ま
し

ろ
農
業
協
同
組
合
、南
都
銀
行
、

京
都
信
用
金
庫
、 
り
そ
な
銀

行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

町
税
等
は
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を

　
納
付
書
で
納
付
の
場
合
に

は
、
24
時
間
コ
ン
ビ
ニ
で
お
支

払
で
き
ま
す
。

税
の
納
付
は
コ
ン
ビ
ニ
も
便
利↑

がんばってます！消防団 Fire Busters

◉日本消防協会表彰旗受章
　３月７日（火）に東京都で表彰式が
行われ、本町消防団が表彰旗を受章。
　この表彰旗は、永年にわたり消防の
使命達成に努めてきた功績をみとめら
れたもので、
昭和36年に
続き、２度
目の受章と
なりました。

◉消防庁長官表彰受章
　３月８日（水）に同じく東京都で表
彰式が行われ、岩﨑智行消防団副団長
が永年勤続功労章を受章。
　岩﨑副団長は、平成元年に入団後、
現在まで25年間の永きにわたり、消
防団員とし
て活動され
ており、こ
れまでの功
績により表
彰されまし
た。総務課　☎88‐6631

　春の行楽シーズン到来とともに、屋外での活動が増えてき
ます。この時期は、降水量が
少なく空気が乾燥し強い風が
吹くなど、林野火災が発生し
やすい気候条件となることが
多く、一人ひとりが注意する
必要があります。

・	キャンプ等、火を使用する際は近くに水の入ったバケツな
どを用意

・たばこは灰皿などがあるところで吸うか、携帯灰皿を携行
し、投げ捨てなどは絶対にしない。

・紙屑などのゴミ類は火災発生の原因。各自のゴミはきちん
と持ち帰る。

行楽シーズンの火事にご注意を

春の行楽期を楽しむために

永きにわたる功績がみとめられる

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費

税
率
引
上
げ
に
伴
う
所
得
の
少

な
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）」
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
税

住
民
課
か
ら
申
請
書
等
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
平
成
28
年
１
月
１
日

時
点
で
本
町
に
住
民
票
が
あ
り
、

平
成
28
年
度
の
住
民
税
（
均
等

割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

た
だ
し
、
課
税
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方
、
生
活
保
護
の
受
給

者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

給
付
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に

つ
き
、
１
万
５
千
円
（
１
回
限

り
）

申
請
期
限
　
７
月
21
日
（
金
）

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
）

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）

←対
象
と
な
る
税
・
保
険
料

町
府
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
）

コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
き
な
い
納
付
書

・
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て

い
な
い
納
付
書

・
１
枚
あ
た
り
30
万
円
を
超
え

る
納
付
書

・
取
扱
期
限
（
納
期
限
）
の
日

を
過
ぎ
た
納
付
書

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

　
町
内
に
課
税
対
象
の
資
産
や

車
両
を
お
持
ち
の
方
で
、
納
税

通
知
書
が
４
月
20
日
（
木
）
ま

で
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。共
有
の
土
地
、

家
屋
等
の
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
は
、
共
有
者
全
員
に
郵

送
。
納
付
書
は
代
表
の
方
に
送

付
し
ま
す
。

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
は
４
月
中
頃
に
通
知

　
軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
障

が
い
者
の
方
な
ど
に
対
す
る
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
書
に
納
税
義
務
者
の
方

の
個
人
番
号
（
法
人
は
法
人
番

号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。
申

請
の
際
に
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
か
「
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
（
写
し
可
）」
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
　
５
月
１
日
（
月
）

※ 

減
免
要
件
や
必
要
書
類
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税

減
免
申
請
は
５
月
１
日
ま
で

・

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲

６
６
３
３
）

縦
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税

の
納
税
者
（
土
地
の
納
税
者
は

土
地
の
み
、
家
屋
の
納
税
者
は

家
屋
の
み
縦
覧
可
）、
代
理
人

（
委
任
状
が
必
要
）

縦
覧
期
間
　
４
月
３
日
（
月
）

～
５
月
１
日
（
月
）

縦
覧
場
所
　
税
住
民
課

必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
固
定
資

産
税
納
税
通
知
書
（
な
い
場
合

は
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
）

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
の

評
価
額
の
帳
簿
の
縦
覧

　
３
月
31
日
（
金
）、
公
共
下

水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
が
拡

大
し
ま
し
た
。
こ
の
区
域
は
受

益
者
負
担
金
の
賦
課
対
象
と
な

り
ま
す
。
区
域
内
に
建
物
を
お

持
ち
の
方
は
、
受
益
者
負
担
金

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
負

担
金
は
、
下
水
道
の
接
続
と
は

関
係
な
く
納
付
が
必
要
で
す
。

今
回
新
た
に
対
象
と
な
る
区
域

の
建
物
所
有
者
に
は
、
受
益
者

負
担
金
を
納
め
る
方
を
決
定
す

る
た
め
の
受
益
者
申
告
書
等
を

お
送
り
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
送
く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
早
期
接
続
を
　
整
備
さ

れ
た
区
域
の
方
は
、
速
や
か
に

下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
接
続
工
事
は
、
町
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
、
事
前

に
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
普
及
促
進
奨
励
金
　
下
水

道
へ
の
接
続
（
切
替
）
工
事
を

す
る
方
に
２
万
円
を
交
付

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金

水
洗
化
相
談
窓
口
　
上
下
水
道

課
に
水
洗
化
工
事
（
排
水
設
備

の
接
続
替
え
）
の
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事

費
用
に
応
じ
た
「
融
資
の
あ
っ

せ
ん
制
度
」
あ
り

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

　
対
象
地
域
へ
の
浄
化
槽
の
設

置
者
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
年
間
設
置
計
画
数
を
超

え
る
と
申
請
受
付
が
で
き
ま
せ

ん
。
申
請
す
る
場
合
は
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
地
域
　
下
水
道
事
業
計
画

区
域
外
で
、
当
分
の
間
（
原
則

と
し
て
７
年
以
上
）、
下
水
道

の
整
備
が
見
込
ま
れ
な
い
地
域

対
象
施
設
　
専
用
住
宅
に
設
置

す
る
10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理

浄
化
槽

高
尾
、
奥
山
田
地
区
の
方
は
　
町

で
浄
化
槽
を
設
置
・
管
理
す
る

「
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
設

置
す
る
予
定
が
あ
る
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

浄
化
槽
補
助
金
の
申
請

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

︵
水
道
工
事
︶

▼
（
有
）
広
伸
工
業
（
大
津
市

☎
０
７
７
︲
５
４
６
︲
１
３
７

０
）上

下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指

定
取
消

　
京
都
府
農
地
中
間
管
理
機
構

農
地
の
借
受
希
望
い
つ
で
も

応
募
可
能
に

　
外
出
困
難
な
重
度
障
が
い
の

方
な
ど
を
対
象
に
「
福
祉
タ
ク

シ
ー
等
利
用
券
」（
１
万
２
千

円
分
）
を
交
付
し
、
タ
ク
シ
ー

料
金
や
自
動
車
燃
料
代
金
を
助

成
し
て
い
ま
す
。交
付
の
際
に
、

印
鑑
、
手
帳
な
ど
証
明
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
は
年
度
に
１
回

対
象
　

① 

▼
視
覚
障
が
い
＝
１
・
２
級

▼
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が
い

＝
１
・
２
級
▼
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
、
免
疫
、
肝
臓

機
能
障
が
い
＝
１
級

②
療
育
手
帳
Ａ

③ 

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
で
人
工

透
析
を
受
け
て
い
る
方
（
障

が
い
等
級
不
問
）

④ 

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
利

用
児
童
の
保
護
者

※
①
③
の
重
複
者
は
２
冊
交
付

利
用
可
能
事
業
者
　
町
と
契
約

し
て
い
る
各
タ
ク
シ
ー
会
社
や

町
内
の
給
油
所
で
、
タ
ク
シ
ー

券
か
ガ
ソ
リ
ン
券
と
し
て
利
用

※ 

Ｊ
Ａ
給
油
所
（
セ
ル
フ
サ
ー

ビ
ス
）
で
は
従
業
員
に
一
報

の
う
え
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
）
　
　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券

平
成
29
年
度
分
交
付

で
は
、
農
地
の
借
受
け
希
望
を

４
月
か
ら
い
つ
で
も
応
募
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

一
度
応
募
す
れ
ば
、
辞
退
す
る

ま
で
借
受
け
希
望
者
と
し
て
の

権
利
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

（
公
社
）
京
都
府
農
業
総
合

泉
セ
ン
タ
ー
（
京
都
府
農
地
中

間
管
理
機
構
）（
☎
０
７
５
︲

４
１
７
︲
６
８
６
８
）

社協通信

　桜の下に福祉関係者が勢揃い！
　関係団体からは、活動発表や福祉体験、展
示、相談、模擬店コーナーなど楽しい催しが
盛り沢山！
　一般の皆さんからの舞台発表やフリーマー
ケットもあります。子どもたちからお年寄り
までどうぞ、お気軽にお越しください！！

　花を育てることを通じて命の大切さに触れ、やさしさや感謝の
心を育む「人権の花運動」
　今年は、障害福祉サービスセンター「うじたわら」の利用者の
みなさんが取り組みました。
　「うじたわら」のみなさんが育んできた人権の花「水仙」は、
３月１日（水）、啓発標語のカードを添えてサンビレッジ宇治田
原など町内の福祉施設や学校・保育所に届けられました。
　各施設では、人権尊重の大切さを
児童や園児などに伝え、交流を深め
ました。
　また、花の配布に先立ち、水やり
などの世話をしてきた「うじたわら」
のみなさんに、人権擁護委員が感謝
状と記念品を贈呈しました。

◇人権相談
　４月は３日（月）午後１時30分～４時30分
　町では毎月第１月曜日、やすらぎ荘で人権擁護委員による人権
相談を行っています。

日　時　4月8日圡
　　　　10：00～ 14：30
会　場　住民体育館
　　　　トレーニングセンター前駐車場

・ （福）町社会福祉協議会
☎88－3294、FAX88－4094税住民課☎８８－６６３３

第10回 地域が元気！　　福祉まつり

思いやりの心を託した水仙町内福祉施設などに届ける
社協法人化35周年記念＆
第18回ボランティアのつどい＆

さくら

人権の　　運動人権の　　運動

第20回 『聞こえのサロン』ご案内

　聞こえに不便を感じている方を対象に、楽し
い交流のひとときを過ごすサロン。“悩み相談の
場”“情報交換の場”として気軽にご利用ください。
　希望される方には聴力測定、補聴器相談も実
施。ご家族の方の相談も大歓迎

日　時　４月21日㊎　午前11時～午後３時
場　所　やすらぎ荘
内　容　気軽に出来る運動を楽しみましょう！
参加費　５００円（昼食代）
締　切　４月12日氺
共　催　要約筆記サークル「グリーンティ」
　　　　宇治市障害者生活支援センター「そら」

＊	当日は、要約筆記サークルが声や会話を文字
にしてお伝えします。

＊	お一人で参加しにくい方、送迎の必要な方は、
お申し出ください。

↑サンビレッジうじたわらに水仙の
花が届けられる



募

集

今月のレシピ　「巣ごもり」

（１人分） 
  エネルギー 198kcal　蛋白質 9.7 ｇ
脂質 15.2 ｇ　カルシウム 139mg
塩分 1.0g

 今月の食改さん

今堀郁子さん
 第 3 班（荒木）

　とろっとした半熟
の卵黄が野菜とよく
絡まって野菜がとて
も甘く美味しいです。
又、ベーコンの代わ
りにウインナーでも
美味しいですよ。

作り方

① キャベツは５ｍｍ幅の細切りにする。小
松菜は茎と葉に分けそれぞれ３cm 長さ
に切る。ベーコンは細く切る。

② フライパンに油を熱し、ベーコン、小松
菜の茎の順に炒める。食塩・こしょうで
調味し、小松菜の葉、キャベツを加え、
しんなりするまで炒め合わせる。

③ ②をフライパンの中で４等分し、それぞ
れの中央にくぼみを作る。卵を割り入れ
て蓋をし、卵黄の表面がうっすら白くな
るまで蒸し焼きにする。

④ 器に盛り、こしょう少々をふる。最後に
ミニトマトを半分に切り上に飾る。

キャベツはビタミン C、ビタミン K、カルシウムが主な栄養素。
ビタミン C は熱に弱いため、加熱する場合は
サッと蒸す程度がオススメです。
材　料

卵　………………… ４個
キャベツ　……… 240ｇ
小松菜　………… 200ｇ
ベーコン　……… 60ｇ
サラダ油　…… 小さじ４
ミニトマト　……… ８個
食塩　……………… 少々
こしょう　………… 少々

（4人分）

食改の窓　No.193

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　ひな祭りの日に町立保育所ホールに７段飾りが登場しまし
た。園児たちは、先生からひな祭りの由来や人形の紹介を「い
ろいろな顔の人が
いるー」「太鼓と
か笛をもっては
るー」と感想を言
いながら聞きまし
た。最後に全員で
「うれしいひなま
つり」を歌い、ホー
ルが園児たちの元
気な声で埋め尽く
されました。

　宇治田原の歴史を語る会副代表の茨木輝樹氏が総合文化セ
ンターで講演。信西は「平家物語」によると多彩な才能が記
されていますが、平治の乱で源義朝らのクーデターで京を追

われ、当時領地
としていた大道
寺で斬首されま
した。当日は平
治物語絵詞も用
いて信西と宇治
田原の関係を説
明されました。

　地域で婚活をサポートするため、講演会を開催しました。
当日は、婚活サポーター約７５名が訪れ、婚活ブームの生み
の親	白河桃子先生の話しを聞きました。白河先生は、社会
が大きく変化している中で、結婚や出産に対してのイメージ
や考えが以前の
ままの方が多い
現状があり、地
域の実情に合わ
せた支援策が必
要と話されまし
た。今後も、町
全体で婚活を応
援していきます。

子どもたちの健やかな成長と幸せを願い
町立保育所でひな祭り会

藤
ふじわら

原信
しんぜい

西と宇治田原の関係は？
グリーンライフカレッジ　歴史講座

婚活応援講演会
～婚活の現状、周りの人ができること～

3／11

講

座

　
聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
手
話
で
挨
拶
、
自

己
紹
介
程
度
の
会
話
の
習
得
を

め
ざ
し
ま
す
。

対
象

　
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
18

歳
以
上
の
方

期
間

　
５
月
17
日
～
９
月
６
日

の
毎
週
水
曜
日
（
全
16
回
）
午

後
７
時
～
９
時

※
８
月
16
日
は
休
み

定
員

　
先
着
30
名

会
場

　
京
田
辺
市
立
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
同
市
興
戸
犬
伏
５

︲
８
）

受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

と
選
択
講
座
参
加
費
は
必
要
な

場
合
あ
り
）

申
込
み

　
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
京

田
辺
市
手
話
教
室
前
期
②
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
③
住
所
④
年
齢

⑤
連
絡
先
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
・
前
期

⑥
返
信
面
に
申
込
者
宛
先
を
記

入
し
て
郵
送

申
込
締
切

　
５
月
２
日
（
火
）

・
京
田
辺
市
「
手
話
教
室
」

事
務
局
（
〒
６
１
０
︲
０
１
２

１
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

京
都
府
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
︱

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
／
京
都
府
聴
覚

言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
０

︲
９
０
０
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
︲

７
７
０
８
）

　
宇
治
田
原
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
確

立
を
狙
い
、
全
国
・
関
西
茶
品

評
会
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
て

出
品
茶
の
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
農
家
が
丹
念
に
栽
培

し
た
お
茶
は
、
多
く
の
茶
摘
み

さ
ん
の
御
尽
力
が
あ
っ
て
こ

そ
、
高
い
品
質
で
出
品
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
優
良
茶
産
地

茶
摘
み
さ
ん
募
集

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
多
く
の
茶

摘
み
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
未
経
験
の
方
も
大
歓
迎

茶
摘
み
さ
ん
リ
ー
ダ
ー
（
敬
称
略
）

・
郷
之
口
＝
宮
本
礼
子
（
☎
８

　
８
︲
３
１
０
３
）

・
南
＝
上
野
ゆ
り
子
（
☎
８
８

　
︲
２
３
２
１
）

・
岩
山
＝
上
辻
容
子
（
☎
８
８

　
︲
２
３
６
１
）

・
禅
定
寺
＝
勝
谷
ミ
ツ
子
（
☎

　
８
８
︲
２
３
８
７
）

・
奥
山
田
＝
田
和
恵
美
子
（
☎

　
８
８
︲
３
６
１
０
）

・

茶
摘
み
さ
ん
リ
ー
ダ
ー

／
産
業
観
光
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
８
）

　
新
茶
の
香
り
漂
う
緑
茶
発
祥

の
地
で
お
茶
摘
み
。
美
味
し
い

お
茶
の
淹い

れ
方
や
銘
柄
を
当
て

る
茶ち

ゃ
か
ぶ
き

香
服
も
体
験
で
き
ま
す
。

摘
ん
だ
茶
葉
は
、
煎
茶
に
加
工

し
、
後
日
お
送
り
し
ま
す
。

会
場

　
21
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾

茶
摘
み
体
験
交
流
会

茶
園
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

日
時

　
５
月
７
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時

参
加
費

　
大
人
２
千
円
、
小
中

学
生
１
千
円

申
込
み

　
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

↑

申
込
締
切

　
４
月
10
日
（
月
）

・

21
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾

事
務
局
（
〒
６
１
０
︲
０
２
５

３
贄
田
船
戸
72
︲
１
㈲
木
創
内

☎
８
８
︲
４
２
４
６
・
FAX
  ８
８

︲
２
１
８
９
）

3／3

3／4

↑昨年度の様子・茶摘衣裳のレンタルもあります。

　
地
域
づ
く
り
や
職
場
で
さ
ら

に
能
力
を
発
揮
し
た
い
女
性

に
、
学
習
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
機
会
を
提
供
す
る
女
性
の

船
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

資
格

　
府
内
在
住
・
在
勤
の
概

ね
20
歳
以
上
の
女
性

※ 

全
日
程
に
参
加
す
る
体
力
が

あ
る
こ
と
や
団
体
生
活
が
で

き
る
こ
と
な
ど
、
要
件
あ
り

日
程

　
７
月
７
日（
金
）～
10
日

（
月
）、
事
前
事
後
研
修
＝
６
月

24
日（
土
）・
８
月
５
日（
土
）

訪
問
地

　
北
海
道
・
東
北

研
修
概
要

　
課
題
別
グ
ル
ー
プ

学
習
、
現
地
で
活
動
す
る
女
性

第
37
回
京
都
府
女
性
の
船

参
加
者
募
集

お知らせ

愛犬の登録と狂犬病予防注射を
　狂犬病予防法に基づく犬の登録と狂犬病予防集合注射を行
います。問診票に必要事項を記入のうえ、会場までお越しく
ださい。
対　象　生後91日以上の犬
料　金　登録と注射＝6,200円・注射のみ＝3,200円
　　　　※既に登録済みの犬は注射のみ受診　
注　意　①体調の悪い犬や妊娠中の犬は、注射できないこと
があります。事前に獣医師に相談を②既に登録している犬に
ついては、愛犬手帳（必要事項を記入のこと）を持参③都合
により集合注射を受けられない方は、動物診療施設（（公社）
京都府獣医師会指定獣医師）でも、登録と注射可。なお、登
録は動物診療施設によってはできないことがあります。その
場合は役場窓口で手続きをしてください。④室内犬であって
も、登録と注射は必要。
登録事項の変更届　転入・転出・転居・譲渡・譲受で登録され
ている飼い主や住所が変わった場合、また登録済の犬が死亡
した場合は届出が必要です。

４月12日（水）
奥 山 田 会 館 午前		9時30分～10時00分
湯 屋 谷 会 館 午前10時20分～10時50分
緑苑坂自治会館 午前11時10分～11時40分
禅 定 寺 会 館 午後		1時20分～		1時50分
岩 山 会 館 午後		2時10分～		3時00分

４月13日（木）
立 川 公 民 館 午前		9時30分～10時10分
南 公 民 館 午前10時30分～11時30分
銘城台自治会館 午後		1時20分～		2時00分
荒 木 公 民 館 午後		2時20分～		2時50分
郷 之 口 会 館 午後		3時10分～		3時40分

←

町立図書館　☎88－5852

休館日
　4・11・18・25日（火曜日）
　27日（木・館内整理日）
おはなし会
　①８日（土）11：00～
　②22日（土）11：00～
「絵本のじかん」交流会
　27日（木）10：00～11：00

今月の予定

本
当
は
怖
ろ
し
い
漢
字

小
林 

朝
夫

　著

　
日
常
当
た
り
前
に
使
用

し
て
い
る
漢
字
の
中
に
は

非
常
に
怖
い
意
味
を
持
つ

も
の
が
あ
り
ま
す
。「
七
」

は
切
腹
で
飛
び
出
し
た
腸

の
形
。「
了
」
は
両
腕
を

失
っ
た
子
ど
も
の
形
。

「
県
」
は
逆
さ
に
し
た
生

首
の
形
な
ど
な
ど
。

　
本
書
で
は
、
身
の
毛
も

よ
だ
つ
「
怖
ろ
し
い
」
漢

字「
不
思
議
な
」漢
字「
奥

深
い
」
漢
字
の
、
成
り
立

ち
と
意
味
を
１
０
０
字
以

上
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
漢
字
の
数
だ
け
ド
ラ
マ

が
あ
り
ま
す
！
本
来
の
意

味
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
！

好評開催中

今年も開催します！
「絵本のじかん」交流会

　昨年度の「絵本のじかん」交流会
は10回開催し、多くの方が参加さ
れました。参加者は、お薦め絵本、
読み聞かせに関することについて意
見交換をされました。ご興味をお持
ちの方はお気軽にお越しください。
　次回は4月27日 ( 木 )10時から図
書館で開催予定で
す。当日は休館日
ですが、参加者の
方は入っていただ
けます。

ソ
フ
ィ
ア
の
と
っ
て
も
す

て
き
な
ぼ
う
し

イ
ア
ン 

カ
ラ
ス 

絵

石
津 

ち
ひ
ろ 

訳

　
と
な
り
の
ゴ
ー
ル
ド
マ

ン
お
ば
ち
ゃ
ま
は
、
編
み

物
じ
ょ
う
ず
。
み
ん
な
の

た
め
に
ぼ
う
し
を
編
み
ま

す
。
で
も
、
お
ば
ち
ゃ
ま

に
は
ぼ
う
し
が
な
く
て
、

寒
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
う
思
っ
た
ソ
フ
ィ
ア
は

自
分
で
編
ん
で
あ
げ
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
が

･･･

。
　
ぽ
か
ぽ
か
で
幸
せ
に
な

れ
る
絵
本
。

　
お
は
な
し
の
後
に
、
ぼ

う
し
と
ポ
ン
ポ
ン
の
作
り

方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
障
が
い
者
福
祉
の

基
本
方
針
や
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
見
込
み
量
の
設
定
と

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め

「
宇
治
田
原
町
障
が
い
者
基
本

計
画
」・「
第
５
期
障
が
い
福
祉

計
画
」
の
策
定
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
反
映
す
る
た
め
、
推
進
委
員

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

計
画
の
概
要

○
障
が
い
者
基
本
計
画

　
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
き
各

市
町
村
が
策
定
す
る
計
画
で
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
の

方
々
と
と
も
に
生
活
し
、
積
極

的
に
社
会
経
済
活
動
に
参
加
で

き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
の
基
本
理
念
や
基
本
目
標
を

明
ら
か
に
す
る
も
の

○
障
が
い
福
祉
計
画

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
生
活
支
援
事
業
に
関
す
る
年

度
ご
と
の
計
画
や
、
そ
の
確
保

の
た
め
の
方
策
を
定
め
る
も
の

対
象

　
町
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
方

内
容

　
計
画
策
定
に
向
け
た
協

議
等

募
集
人
数

　
若
干
名
（
応
募
多

数
の
場
合
は
選
考
。
選
考
結
果

相

談

は
郵
送
で
通
知
）

応
募
締
切

　
４
月
20
日
（
木
）

委
員
の
期
間

　
５
月
中
旬
頃
～

平
成
30
年
３
月
頃

開
催
回
数

　
５
回
程
度
（
平
日

昼
間
に
開
催
予
定
）

応
募
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
志
望

動
機（
２
０
０
字
程
度
）を
記
入

の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
、メ
ー

ル
、
ま
た
は
持
参
。
様
式
不
問

委
員
構
成

　
今
回
公
募
委
員
の

他
、
福
祉
関
係
団
体
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
な
ど
を
含
め
10
名
程

度
を
予
定

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
８
︲
３
２

３
１
・
Ｅ
メ
ー
ルshougai@

tow
n.ujitaw

ara.lg.jp

）

「
宇
治
田
原
町
障
が
い
者
基

本
計
画
」及
び「
第
５
期
障
が

い
福
祉
計
画
」の
策
定
に
向

け
た
推
進
委
員
会
委
員
募
集

　
当
協
会
は
、
町
内
に
住
む
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
と
そ
の
家
族
が
集
う
団
体

で
す
。
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を

身
体
障
害
者
協
会
会
員
募
集

通
じ
て
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

図
り
な
が
ら
、
身
体
障
が
い
者

福
祉
の
増
進
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
協
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
費
は
年
間
１
，

０
０
０
円
で
す
。

・

身
体
障
害
者
協
会
事
務

局
（
福
祉
課
内
☎
８
８
︲
６
６

３
５
）

募
集
枠

　
１
枠
（
Ｂ
３
サ
イ
ズ

＝
縦
３
６
４
㎜
×
５
１
５
㎜
）

料
金

　
１
枠
月
額
５
０
０
円

（
１
か
月
単
位
）

申
込
み

　
申
込
書
に
広
告
原
稿

を
添
え
て
提
出
。
申
込
書
は
町

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

福
祉
バ
ス
な
ご
み
号

車
内
有
料
広
告
募
集
中

社
会
教
育
関
係
団
体
の
登
録

申
請
受
付

　
社
会
教
育
に
関
す
る
事
業
を

日
時

　
整
形
外
科
＝
４
月
５
・

12
・
19
・
26
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容

　
補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
FAX
  ８
８
︲
３
２
３
１
）

身
体
障
が
い
者
相
談

建設環境課（☎８８‐６６３９）

狂犬病予防注射問診票
飼い主住所　宇治田原町
飼い主氏名														　　　　　		犬の名前
電話番号（　　　）
①体調は良いですか。　　　　　　　　はい・いいえ
②現在、妊娠又は授乳期間中ですか。　はい・いいえ
※ 体調がすぐれない犬は、注射の前に獣医師に申し出て

ください。

新 規 登 録 申 込 書
飼い主住所　宇治田原町
飼い主氏名　　　　　　　　電話番号（　　）
種　　類　　雑種・（　　　　　　　　　　　　　	）
犬の名前
性　　別　　オス　・　メス
毛　　色　　白・黒・茶・斑・（　　　　　）
体　　格　　大・中・小
生年月日（年齢）

︵
切
り
取
り
線
︶

︵
切
り
取
り
線
︶

※当日はいずれの会場でも受けることができます。

行
っ
て
い
る
団
体
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。

申
請
方
法

　
所
定
の
登
録
申
請

書
に
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て

提
出

必
要
書
類

　
団
体
規
約
、
会
員

名
簿
及
び
総
会
資
料
な
ど

申
請
締
切

　
４
月
14
日
（
金
）

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
５
８
５
０
）

や
団
体
と
の
交
流
、
社
会
見
学

な
ど

参
加
費

　
３
万
５
千
円

申
込
締
切

　
４
月
28
日
（
金
）

提
出
物

　
申
込
書
、
ア
ン
ケ
ー

ト※ 

申
込
書
等
は
企
画
財
政
課
備

付
け
、
府
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
２
）
／

府
府
民
生
活
部

男
女
共
同
参
画
課
（
☎
０
７
５

︲
４
１
４
︲
４
２
９
１
）



【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

くとうてん

　始めに、読者の皆様のおかげを
もちまして、町民の窓が知事賞・
府民賞をＷ受賞することができま
した。お力添えいただきました皆
様に心からお礼申し上げます。年
度末に有終の美を飾った町民の窓
ですが、私は昨年4月に人事異動
で広報担当となり、右も左もわか
らない状態でカメラを持ち、編集
作業に携わりました。あっという
間の一年でしたが、住民の皆様の
温かい笑顔に支えられ、なんとか
一年間やってこられました。これ
からも、色々なところに顔を出し
ますので、その際は、話しかけて
いただき、取材にご協力いただけ
ると幸いです。これからも「がん
ばる人を応援　まちを元気にする
広報紙」を作っていきます。　（H）

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報 ☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

投稿募集中

わが家のアイドル。ア ドイ

奥
おくむら

村　すずちゃん （9ヶ月）

大
おおつか

塚　心
こ こ は

葉ちゃん （小2）

大
おおつか

塚　太
たいよう

陽ちゃん （小4）

神
か ん だ

田　八
や ひ ろ

尋ちゃん （6歳）

下
しもおか

岡　　蓮
れん

ちゃん （6歳）

谷
たにぐち

口　輝
きりゅう

龍ちゃん （6歳）

伊
い と う

藤　百
も も か

叶ちゃん （6歳）

辻
つ じ い

井　しずくちゃん （3歳）

長野県に行く、小さいな従姉妹と♡
小学生になってもいっぱい遊ぼうね☆

姉妹仲良く元気にすくすく育ってね♡

町民の窓Ｗ受賞

町民の窓が５年連続知事賞を受賞
府民賞も初受賞

語り
ゆめがたり

Dream	come	true❹

平成28年度維孝館中学校卒業生
松永　穂乃実さん

My Dream

Matsunaga Honomi

中学校の先生になって
剣道部の顧問になりたい。

の夢は中学校の先生になることです。
この夢を持ち始めたきっかけは、小学生・中学生の頃にお

世話になった先生の影響です。小学生のとき、先生が私の長所短
所を見つけてくれて、学級での役割を与えてくれたのと、小学校
でお世話になった先生同士が先生と教え子で私もその先生の関係
にあこがれたからです。また、中学校でお世話になった先生は、
常に私たち生徒の未来を考えてくれている先生で私もそのお世話
になった先生のようになりたいです。　
　今教師をめざすにあたって、将来教師になったとき、もう生徒
ではなく、教師という立場になるので、今自分が生徒の立場で考
えたこと・感じたことを大切にして将来活かしていきます。また、
小学4年生からはじめた剣道も剣志会を卒業するまで続けて、今
とれる段位の最高である2段までとっているのでこれからも精進
していきたいです。　
　先生になったら維孝館中学校で働いて、中学生時代3年間担任
になってくださった恩師と一緒に教べんをとり剣道部を復活させ
顧問になりたいです。

私

﹁
ふ
れ
あ
い
収
集
﹂
利
用
希
望

を
受
け
付
け
開
始

　
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

ご
み
を
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難

な
高
齢
者
の
方
等
の
た
め
に
、

週
に
１
回
、
ご
自
宅
へ
収
集
に

う
か
が
う
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」

利
用
希
望
の
受
付
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
で
条
件

に
該
当
す
る
方
は
建
設
環
境
課

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
後
、
訪
問
調
査
や
審
査
に
よ

り
利
用
決
定
を
行
い
ま
す
。

新
し
い
ご
み
収
集
車「
エ
コ
ラ
イ
フ
号
」が
完
成

　
３
月
21
日
（
火
）、新
し
い
ご
み
収
集
車
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
車
体
に
は
公
募
し
た
作
品
か
ら
入
選
し
た
作
品
を
も
と
に

し
た
イ
ラ
ス
ト
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
ご

み
収
集
の
顔
と
し
て
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
条
件

◆
要
介
護
１
以
上
の
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方

◆
２
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

◆
先
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

で
、
自
ら
ご
み
収
集
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
み
を
搬
出
す
る

こ
と
が
困
難
で
支
援
を
受
け
ら

れ
な
い
方

　
利
用
の
流
れ

①
利
用
申
請
を
提
出

②
希
望
者
宅
を
職
員
が
訪
問
し

聞
き
取
り
調
査
を
実
施

③
審
査
に
よ
り
利
用
決
定

④
指
定
し
た
日
（
週
１
回
）
の

午
後
４
時
～
５
時
の
間
に
訪
問

し
収
集

※
利
用
者
の
方
に
は
事
前
に
分

別
し
た
ご
み
を
所
定
の
場
所

（
自
宅
玄
関
前
な
ど
）
に
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
希
望
者
ご
本
人
に
か
わ
り
委

任
を
受
け
た
方
が
代
理
で
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
設
環
境
課
︵
☎
８
８
︲
６
６
３
９
︶

↑ 新ごみ収集車完成お披露目式。イラスト原案を作成した、左か
ら木下利恵さん、谷口陽菜さん、上辻将矢さん、西出彩乃さん。
芦原絵莉子さんは当日欠席

◉府民賞
平成28年12月号▶評価「子ど
もたちの表情がかわいくてとて

も良い。町の情
報を伝えたいと
いう意識が伝
わってくる。き
め細かな記事掲
載で町の動きが
良くわかる」

◉平成28年度京都広報賞
　広報うじたわら「町民の窓」が、住民皆様のおかげで、平成
28年度京都広報賞で最優秀である『知事賞』を受賞し、５年連
続で京都府の代表として全国広報コンクールに推薦されました。
さらに、府民が直接Ｗｅｂで読みやすい・見やすい広報紙を選ぶ
『府民賞』も初受賞しました。取材にご協力いただいた皆様、読
者の皆様に心から感謝申し上げます。

◉広報紙の部　知事賞
平成28年４月号▶評価「デザ
イン、コピーともに洗練されて

いる。難しい話
を温かさと優し
さが感じられる
ように制作られ
ている。年齢を
問わずに読める
気配りもされて
いる」


